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国立成育医療研究センター（所在地：東京都世田谷区、理事長：五十嵐隆）分子内分泌 

研究部の深見真紀、吉田朋子らは、ダイバーシテイ研究室の松原圭子、周産期病態研究部 

中林一彦、國學院大學の島田由紀子、明治大学の佐々木掌子らと共同で、大学生のジェン

ダーアイデンティティー（GI）1と性的指向2について調査しました。 

本研究では、大学生 736 名に対して、GI と性的指向に関する質問を行い、その解答を点数

化して評価する心理学的調査を行いました。その結果、GIを示すスコアは広く分布してお

り、出生時の性別と自分が認識している性が同じである性別同一感について多様性がある

ことが分かりました（グラフ 1）。 

 

【グラフ 1：出生時の性別とジェンダーアイデンティティ】 

 

同様に性的指向のスコアにもばらつきが多く、出生時の性別に対する異性だけを性的指向

の対象としていたのは「出生時に男性」の 80％、「出生時に女性」の 60％のみでした

（グラフ 2）。 

 
1 ジェンダーアイデンティティ：自分の性（ジェンダー）をどのように認識しているかということ。 
2 性的指向：恋愛や性愛の対象としての、性。 

大学生を対象としたこころの性の調査 

～“ジェンダーアイデンティティ”と“性的指向”には、多様性がある～ 
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【グラフ 2：出生時の性別と性的指向】 

 

また、非典型的な GI スコアや性的指向スコアを示した人を対象に、GI や性的指向に影響

する遺伝的因子が何かを調べる検査も行いました。その結果、非典型的なこころの性を持

つ方々のゲノム配列に 4つの多型3を一般集団より高い頻度で見いだしましたが、これらの

多型を持つ方の割合は低く、この遺伝子変化だけでこころの性の多様性を説明することは

できませんでした。 

これらの結果は、ヒトにおいて GIと性的指向に大きなバリエーションがあること、また

その一部に遺伝的因子が関与する可能性があることを示します。 

本研究成果は、英国の医学専門誌 『Sexual Medicine』に 2023 年 11 月にオンライン公開

されました。 

 

 

【プレスリリースのポイント】 

 これまで、LGBTQ+など非典型的なこころの性を持った方々は、社会の中の特別な存在

であると考えられていました。 

 今回の研究から、大学生の GIと性的指向に多様性があることが分かりました。 

 この結果は、社会が単純に「LGBTQ+の人々」と「それ以外の人々」の 2群に分けられ

ないことを示しています。 

 GI や性的指向の多様性を規定する遺伝的因子については、今後の研究が必要です。 

 

 

 
3 多型：ある集団で、1％以上の頻度で見られる DNA の塩基配列の変化のこと。 
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【研究概要】 

＜心理学的調査＞ 

対象：大学生 736 人（出生時の性別が男性 313 人、女性 423 人） 

調査方法：性的に魅力を感じる相手、恋愛感情を抱く相手など「関心のある性」について

の質問や、自分の性別をどう思っているか、その性別として自分らしい生活が送れる自信

があるかといった「現在の自分自身」についての質問などを行い、その解答を点数化しま

した。 

 

＜遺伝学的検査＞ 

対象：非典型的な GI スコアもしくは性的指向スコアを示した方 80 人 

調査方法：対象者の方から唾液を採取し、次世代シークエンサーで解析。すでに解析され

ている日本人一般集団のデータと比較しました。 
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